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ネットワークカを活かして、市民によるまちづくり活動に参加しています。

① 防災 B減災の学習活動や「防災塾・だるま」「わいわい広つぱ」等との連携を行つています。
② 防災・減災講座をみどリーむに協力して開催しています。

③ メンバーはみどリーむで運営委員、自主事業部会、まつり実行委員などに参加しています。

■まちネット会員の勉強会 2024

開催 8月 10日 (土 )19名参加(まちネット緑6名 )

「パンデミックに備える COⅥD-19から何を学
び、どう備えるか。改めて、感染症とは…口」

講師 岡部 信彦氏

川崎市健康安全研究所参与

・令和5年 5月 8日 から

感染症の2類が5類に

変更され、一般医療  精

機関での治療が可能

になつた。 敵 烏話

'独

自膿  .喘二J
口感染症は人を中心にうつる病気、3～4年かけ
て広がっていく。感染した場合は強い免疫力が

できるが、危ないので注意が必要。うつると危険

な状態になる人もいる、「強がり過ぎず、恐れ過

ぎず、できること(うがい、手洗い等)を確実に」1

・Q&A
Q:ピークが来た後、急に減るのはなぜか。

A:免疫を有する者が増えると患者発生は減る。

報道で慎重になる1環境変化も影響を受ける。

Q:ワクチン接種後の後遺症が発生している。

A:増加はしていない。個別ごとの症状で、まず

はかかりつけ医から、次に専門医の診断を。

■阪神神戸大震災30周年 1月 16日～18日
口当会で5名参加  (防災塾口だるま行事)
・1・ 17の集い、神戸市役所、松山順三氏との交

流、人と防災未来センター、ほか

■課題検討

◆防災と福祉の融合

・個別避難計画の作成率が非常に低い。考えられ

る理由は、本人からの援助拒否、人間関係が希

薄で支援者が見つからない。面倒くさく、個人情

報を盾に情報を出さない、地域からの支援拒否。

要は信頼関係づくりが大切とわかつた。

・対応は、対象者本人の意向に寄り添いながら訊

き出し、記録しておくことから始め、受援力 (助け

を求め、受ける力)を高め信頼関係を作ることだ。

・自発的に自治会に申し出る人もいる。

◆薬剤の処方による負の連鎖口処方カスケードに

ついて(意見交換 )

・病院で処方による薬で副作用が出、その症状に

対応するため別の病院に行き、もらった薬で別の

副作用・日、これを繰り返すことがある。

・避難所避難では生活の長期化も考え、多めに薬

を貰つておいた方が良い。

◆能登半島災害報告 (防災塾 Eだるまの講演等に

参加 )

・倒壊の主体は旧耐震構造だが 1981年以降の新

耐震工法でも発生している

大規模半壊から数か月後に倒壊した例もある。

・火災は地震の揺れにより電線が引つ張られショ

ートする。

・飲料水より生活水の需要が多い。

まちづくリネットワーク緑 会員募集
樋□副虎 080-3914-1682
Neh/vmode4649@man.com
例会 :毎月第一水曜日 みどリーむ
*「まちネット緑」の活動記事は「防災塾・

だるま」のホームページに載せてあります。


